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Matsuki T, Nakaguro M, Sato Y, Urano M, Utsumi Y, Kohsaka S, Saotome T, Tada Y：
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H, Kawakita D, Fushimi C, Suzuki T, Shimizu A, Okamoto I , Okada T, Sato Y, 
Imanishi Y, Watanabe Y, Saka i A , Ebisumoto K , Sato Y, Urano M, Honma Y, 
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carcinoma via comprehensive molecular profiling.  npj Precision Oncology volume 6, 
Article number：82 （2022） 

水吉朋美 ,  丸山祐樹,  矢野真衣,  木村百合香,  小林一女：突発性難聴に対する一次治療と
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学会・研究会

■第111回日本病理学会総会 2022年4月　兵庫

■第2回日本耳鼻咽喉科免疫アレルギー感染症学会 2022年4月　青森

■令和3年度評価医養成のための摂食嚥下研修会 2022年4月　東京

■第19回日本耳鼻咽喉科学会嚥下障害講習会 2022年4月　オンライン

■CRSwNP治療のパラダイムシフト ～治療GOALを目指して～ 2022年4月　東京

■第123回日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会総会・学術講演会 2022年5月　神戸

診断に苦慮した線維骨性腫瘍の一例
鯨岡聡子，石田尚子，行森　茜，大沼慎太郎，安原理佳，倉澤侑也，嶋根俊和，
河合繁夫，元井　亨，美島健二

甲状腺低分化癌の治療中に肉腫様腫瘍の多発転移を認めた剖検症例
村井　聡，亀山香織，野呂瀬朋子，本間まゆみ，塩沢英輔，江川峻哉，嶋根俊和，
瀧本雅文，矢持淑子

好酸球性副鼻腔炎の鼻茸上皮組織におけるペリオスチンの発現上昇
洲崎勲夫，上村佐和，平野康次郎，池田賢一郎，小林一女，出原賢治，
Bruce K Rubin

摂食嚥下障害に関する基礎知識
木村百合香

嚥下のメカニズムと病態、および診断・評価の流れ
木村百合香

Type2炎症制御を考慮した慢性副鼻腔炎治療
洲崎勲夫

教育講演　COVID-19流行期における嚥下障害診療
木村百合香

光免疫療法における術前シミュレーションの有用性について
櫛橋幸民，増淵達夫，羽生健治，山内麻由，多田雄一郎，三浦弘規

学術セミナー2　好酸球性副鼻腔炎の病態における2型炎症の役割とその制御
洲崎勲夫

環境整備によって病勢がコントロールされたアレルギー性真菌性鼻副鼻腔炎 
（allergic fungal rhinosinusitis; AFRS）の一例
平野康次郎，洲崎勲夫，田中義人，小林一女
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頭頸部癌切除後の遊離皮弁再建術に対する臨床的検討
江川峻哉，関野恵里子，溝上雄大，北嶋達也，池田賢一郎，小林一女，嶋根俊和

副咽頭間隙に発生した交感神経鞘腫の小児例
北嶋達也，関野恵里子，溝上雄大，奥澤奈緒，江川峻哉，平野康次郎，池田賢一郎，
嶋根俊和

頸部神経鞘腫の被膜間摘出術における腫瘍被膜の検討
嶋根俊和，北嶋達也，江川峻哉，池田賢一郎，関野恵里子，洲崎勲夫，平野康次郎，
小林一女

頭頸部癌切除後の遊離皮弁再建術に対する臨床的検討
江川峻哉，関野恵里子，溝上雄大，北嶋達也，池田賢一郎，小林一女，嶋根俊和

dupilumabで効果不十分であった難治性慢性副鼻腔炎症例の検討
洲崎勲夫，平野康次郎，上村佐和，関野恵里子，泉本　彩，崎川　慶，一寸木宏和，
北嶋達也，内山美緒，田中義人，浜崎泰佑，池田賢一郎，嶋根俊和，小林一女

腸内細菌代謝物であるイノシンの抗腫瘍効果の解明
成川陽一郎，細沼雅弘，倉増敦朗，小林 斉，村山正和，豊田仁志，磯部順哉，
志田みどり，三邉武彦，辻 まゆみ，嶋根俊和，小林一女，木内祐二，吉村　清

短鎖脂肪酸による頭頸部癌微小環境に対する免疫学的修飾の試み
村山正和，細沼雅弘，倉増敦朗，小林 斉，成川陽一郎，磯部順哉，志田みどり，
三邉武彦，嶋根俊和，小林一女，木内祐二，吉村 清

鼻副鼻腔疾患患者における上気道流体シミュレーション解析の有用性
平野康次郎，増田絵美奈，上村佐和，成川陽一郎，松浦聖平，徳留卓俊，藤居直和，
小林一女

咽後膿瘍と鑑別を要した化膿性椎体椎間板炎の2例
関野恵里子，平野康次郎，松浦聖平，北嶋達也，田中義人，池田賢一郎，小林一女

補聴器試聴を行い，安定装用に至らなかった小児症例についての検討
原真理子，渡部高久，井上剛志，甘利泰伸，守本倫子

当科で診断された石灰沈着性頸長筋腱炎の4例
川﨑正義，三好直人，工藤建人，志村智隆，池谷洋一，野垣岳稔，小林　斉

外耳道悪性腫瘍6症例の検討
郡司寛之，今泉直美，小宅功一郎，志村智隆，池谷洋一，野垣岳稔，小林　斉

外耳道に発生した結節性筋膜炎の1例
工藤建人，三好直人，杉谷いづみ，小宅功一郎，野垣岳稔，小林　斉

頸部アプローチによるドレナージが奏功した降下性縦隔炎の1例
徳留卓俊，丸山祐樹，溝上雄大，寺崎雅子

当院における鼻出血197例の検討
丸山祐樹，溝上雄大，徳留卓俊，寺崎雅子

突発性難聴の予後因子の検討
中筋康太，徳留卓俊，丸山祐樹，寺崎雅子
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■デュピクセント鼻茸を伴う慢性副鼻腔炎 全国講演会 2022年5月

上下気道におけるType2炎症の類似性とその影響
平野康次郎

■H&N I-O Web Seminar 2022年5月　東京

当センターにおける頸部郭清術
櫛橋幸民

■独立行政法人国立特別教育研究所講習会 2022年5月　神奈川

耳鼻咽喉科疾患と学校教育とその現状について
寺崎雅子

■第63回日本神経学会学術大会 2022年5月　東京

シンポジウム：COVID-19重点医療機関における実態調査を踏まえたバーンアウト対策
木村百合香

■第46回日本頭頸部癌学会 2022年6月　奈良

咽喉食摘出術を施行した下咽頭癌症例の検討
櫛橋幸民，増淵達夫，伏見千宙，山内麻由，羽生健治，多田雄一郎，三浦弘規
→第46回日本頭頸部癌学会　優秀ポスター賞受賞

舌癌 100 例の臨床的検討
田中元博，江川峻哉，筑田洵一郎，齊藤芳郎，北嶋達也，池田賢一郎，勝田秀行,
嶋根俊和

下顎歯肉癌の臨床的検討
筑田洵一郎，江川峻哉，田中元博，齊藤芳郎，北嶋達也，池田賢一郎，勝田秀行,
嶋根俊和

術後5年を経過し再発した上顎歯原性癌の1例
勝田秀行，田中元博，筑田洵一郎，齊藤芳郎，田下雄一，北嶋達也，江川峻哉,
池田賢一郎，嶋根俊和

切除後8年生存し，全身転移により死亡した甲状腺低分化癌の一例
江川峻哉，田中元博，筑田洵一郎，齊藤芳郎，北嶋達也，池田賢一郎，勝田秀行,
嶋根俊和

舌下腺原発 adenocarcinoma，not otherwise specified の1例
齊藤芳郎，田中元博，筑田洵一郎，北嶋達也，江川峻哉，池田賢一郎，勝田秀行,
嶋根俊和

甲状腺扁平上皮癌の1例
北嶋達也，田中元博，筑田洵一郎，齊藤芳郎，江川峻哉，池田賢一郎，勝田秀行,
嶋根俊和
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■横浜市青葉区学術講演会 2022年6月　神奈川

■Because of Type2 Meeting In Kanto Koshin 2022年6月

■ IgE FORUM 2022 2022年6月

■日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会山梨県地方部会定期総会 2022年6月　山梨

Type2炎症の類似性から考える上下気道包括的治療の重要性
～下気道のための鼻副鼻腔治療と上気道のための喘息治療を考える～
平野康次郎

好酸球性副鼻腔炎の治療Strategy ～薬剤のriskとbenefitを再考する～
平野康次郎

重症花粉症治療におけるオマリズマブの役割
平野康次郎

耳鼻咽喉科領域講習
Type2 炎症マネジメントを考慮した慢性副鼻腔炎の治療戦略
洲崎勲夫

■第30回平塚市・中郡耳鼻咽喉科医会学術講演会 2022年6月　神奈川

アレルギー性鼻炎の管理と治療　Up-to-date
洲崎勲夫

■荏原医師会新研修会 2022年6月　東京

コロナ禍におけるアレルギー性鼻炎診療のTopics
洲崎勲夫

■Airway Seminar in　豊橋 2022年6月　愛知

Type2炎症マネジメントを考慮した慢性副鼻腔炎治療
洲崎勲夫

■西湘耳鼻科医会学術講演会 2022年6月　神奈川

当院での好酸球性副鼻腔炎の新たな治療について
徳留卓俊

■日本耳鼻咽喉科学会神奈川県地方部会　第199回学術講演会 2022年6月　神奈川

共同問診表を用いた口蓋裂児に対する鼓室換気チューブ留置術の時期の検討
小宅功一郎，小林　斉，甘利泰伸，泉本　彩，勝見真有，宮地理瑳，井島貴宏,
小川誉史，手口翔太，三好直人，川﨑正義，工藤建人，日比裕之，宇留間周平,
今泉直美，井上由樹子，志村智隆，池谷洋一，野垣岳稔
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耳小骨に限局性にIgG4陽性形質細胞浸潤を認めた1例
勝見真有，小林　斉，野垣岳稔，池谷洋一，志村智隆，小宅功一郎，今泉直美,
井上由樹子，宇留間周平，上村佐和，甘利泰伸，工藤建人，日比裕之，川﨑正義,
三好直人，井島貴宏，小川誉史，手口翔太，宮地理瑳

真菌感染による鼻涙管膿瘍の一症例
中筋康太，徳留卓俊，中筋康太，寺崎雅子

甲状腺腫瘍と鑑別を要した甲状腺寄生結節の1例
手口翔太，上村佐和，野垣岳稔，井島貴宏，小川誉史，川﨑正義，工藤建人，今泉直美，
井上由樹子，小宅功一郎，志村智隆，池谷洋一，小林　斉

■第7回日本骨免疫学会 2022年6月　沖縄

優秀演題賞
腸内細菌代謝物イノシンは頭頸部がんにおいてT細胞活性化および
直接の抗腫瘍効果により腫瘍増大を抑制する
成川陽一郎，細沼雅弘，倉増敦朗，村山正和，豊田仁志，磯部順哉，志田みどり，
船山英治，竹中桃子，星野光帆子，中島瑞貴，磯部　晃，三邉武彦，佐々木晶子，
辻まゆみ，小林　斉，嶋根俊和，小林一女，木内祐二，吉村　清

■第5回口唇裂・口蓋裂認定師申請単位取得セミナー 2022年6～7月オンデマンド配信

口蓋裂の聴覚管理
小林一女

■第38回日本小児臨床アレルギー学会 2022年7月　東京

市民公開講座
知っておきたい花粉症の対策と治療
洲崎勲夫

■one airway，one disease seminar in Kanto 2022年7月　東京

好酸球性副鼻腔炎の治療strategy－Dupilumabの臨床効果と特徴－
洲崎勲夫

小児アレルギー診療　カッティング・エッジ　小児アレルギー性鼻炎治療のエッセンス
（シンポジウム）
平野康次郎

■第84回耳鼻咽喉科臨床学会総会・学術講演会 2023年7月　広島

次世代セッション「基礎と臨床の横断研究」
慢性副鼻腔炎の病態に及ぼすperiostinの影響
洲崎勲夫

鼓膜穿孔を伴う好酸球性中耳炎に対しdupilumab導入後にリティンパ®で
鼓膜穿孔閉鎖術を行った症例
洲崎勲夫，浜崎泰佑，竹内美緒，田中義人，平野康次郎，江川峻哉，池田賢一郎,
嶋根俊和，小林一女
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末梢性顔面神経麻痺を主訴に受診した完全型Heerfordt症候群の一例
泉本　彩，洲崎勲夫，﨑川慶，北嶋達也，竹内美緒，田中義人，嶋根俊和，小林一女

頸部神経鞘腫が疑われた神経内脂肪腫の1例
嶋根俊和，江川峻哉，北嶋達也，関野恵里子，溝上雄大，丸山祐樹

診断に苦慮した嚢胞性頸部交感神経鞘腫例
関野恵里子，北嶋達也，溝上雄大，江川峻哉，平野康次郎，小林一女，嶋根俊和

中咽頭癌治療中に発症したLemierre症候群の1例
北嶋達也，江川峻哉，平野康次郎，溝上雄大，関野恵里子，嶋根俊和

■第26回日本がん免疫学会総会 2022年7月　島根

第14回若手研究奨励賞
Short-chain fatty acid A，metabolites of intestinal bacteria，enhances the
efficacy of anti-PD-1 therapy for head and neck cancer through activation of
T cells and M1 macrohages.
Masakazu Murayama

■第17回日本小児耳鼻咽喉科学会総会・学術講演会 2022年7月　富山

喉頭軟弱症に対して外科的治療を試みた3症例の検討
甘利泰伸，井上剛志，原真理子，渡部高久，守本倫子

口蓋裂児の中耳含気腔容積の検討
小宅功一郎，崎川彩，今泉直美，小林　斉

■副鼻腔炎症性疾患Up to date in 城北 3rd 2022年8月　東京

将来のリスク軽減も考慮した慢性副鼻腔炎へのアプローチ
洲崎勲夫

■MIYAGI EAST Allergy Forum 2022年8月　宮城

好酸球性副鼻腔炎における上下気道包括的治療の重要性
平野康次郎

■第35回日本口腔・咽頭科学会総会 2022年9月　岡山

扁桃摘出術における外視鏡の有用性
一寸木宏和，平野康次郎，小林一女，北嶋達也，江川峻哉，嶋根俊和

■第28回日本摂食嚥下リハビリテーション学会 2022年9月　千葉

シンポジウム：新興経気道感染症パンデミックにおける嚥下障害診療
～COVID-19の経験から
木村百合香
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■日本耳鼻咽喉科学会神奈川県地方部会　第200回学術講演会 2022年9月　神奈川

甲状腺腫瘍と鑑別を要した甲状腺寄生結節の1例
手口翔太，上村佐和，野垣岳稔，井島貴宏，小川誉史，川崎正義，工藤建人，今泉直美，
井上由樹子，小宅功一郎，志村智隆，池谷洋一，小林　斉

急性副鼻腔炎を契機に発症した脳膿瘍の一例
丸山祐樹，徳留卓俊，溝上雄大，中筋康太，寺崎雅子

めまいを契機に診断し得たクロイツフェルト・ヤコブ病の1例
宮地理瑳，日比裕之，今泉直美，勝見真有，三好直人，上村佐和，甘利泰伸，
井上由樹子，小宅功一郎，志村智隆，池谷洋一，野垣岳稔，小林　斉

■日本蛍光ガイド手術研究会　第5回学術集会 2022年9月　東京

頭頸部癌切除後遊離皮弁再建術におけるICG蛍光法の使用経験
江川峻哉，北嶋達也，渡井彩，櫛橋幸民，池田賢一郎，嶋根俊和

■奈良県耳鼻咽喉科医会学術講演会 2022年9月　奈良

新型コロナウイルス感染症流行下における嚥下障害・気道管理
～医療安全の観点から
木村百合香

■Ota airway semi東京労災 AIRWAY講演会 2022年9月　東京

Type2炎症マネジメントを踏まえた好酸球性副鼻腔炎の治療戦略
洲崎勲夫

■Sanofi Deep Dive Webinar 2022年9月　東京

難治性慢性副鼻腔炎に対する生物学的製剤治療のもたらす恩恵
洲崎勲夫

■武蔵野市医師会学術講演会 2022年9月　東京

花粉症治療 up to date
平野康次郎

■ECRS Up tp Date Forum 2022年9月

抗体療法が切り拓く重症好酸球性副鼻腔炎のBest practice
平野康次郎

■第61回日本鼻科学会総会・学術講演会 2022年10月　石川

シンポジウム：新型コロナウイルス感染症が耳鼻咽喉科診療に与えた影響
木村百合香
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シンポジウム　新世紀の慢性副鼻腔炎治療（ECRS中心）
副鼻腔炎治療における抗体療法の実際
平野康次郎

ランチョンセミナー
鼻茸を伴う慢性副鼻腔炎治療　耳鼻咽喉科医に必要とされる下気道の知識
平野康次郎

ランチョンセミナー
アレルギー性鼻炎における抗ヒスタミン薬の活用とトピックス
洲崎勲夫

会長指定講演
線毛機能不全症候群の診断基準
竹内万彦，太田伸男，竹野幸夫，沖中洋介，上條　篤，児玉　悟，洲崎勲夫，常見泰弘，
戸嶋一郎，西田直哉，増田佐和子，森　恵莉，坂井田寛，藤枝重治

dupilumabの好酸球性副鼻腔炎症例におけるperiostin発現への影響
洲崎勲夫，関野恵里子，上村佐和，平野康次郎，嶋根俊和，出原賢治，小林一女

顎矯正術後に鼻腔形態異常を生じ，手術加療を要した2症例
木勢彩香，洲崎勲夫，平野康次郎，関野恵里子，上村佐和，嶋根俊和，小林一女

当科で経験した浸潤性副鼻腔真菌症6例の検討
上村佐和，洲崎勲夫，平野康次郎，志村智隆，野垣岳稔，小林　斉，小林一女

Dupilumab投与から1年経過した症例の検討
平野康次郎，洲崎勲夫，木勢彩香，一寸木宏和，上村佐和，嶋根俊和，小林一女

喉頭摘出術後の鼻症状に対して後鼻神経切断術が奏功した1例
一寸木宏和，平野康次郎，木勢彩香，洲崎勲夫，嶋根俊和，小林一女

舌下免疫療法により喉頭浮腫をきたした一例
丸山祐樹，平野康次郎，木勢彩香，成川陽一郎，一寸木宏和，洲崎勲夫，小林一女

■第45回大阪上気道疾患セミナー 2022年10月　大阪

アフターコロナに向けての耳鼻咽喉科診療～嚥下障害診療 のススメ～
木村百合香

■第50回日本歯科麻酔学会 2022年10月　東京

共催セミナー：術後喉頭内視鏡検査のポイント
木村百合香

■The 15th Oxford Conference on Modelling and 
Control of Breathing 2022年10月　神奈川

“Depression of respiratory activity by aconitine and its recovery by tetrodotoxin or 
lidocaine in brainstem-spinal cord preparations from newborn rats"
Shunya Yoda，Hiroshi Onimaru，and Masahiko Izumizaki
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■令和4年度 日本耳鼻咽喉科・頭頸部外科学会 高知県地方部会
秋季学術集会　共催セミナー 2022年10月　高知

病態分類に基づいた難治性慢性副鼻腔炎へのアプローチ
洲崎勲夫

■第71回日本アレルギー学会学術大会 2022年10月　東京

好酸球性副鼻腔炎の鼻茸上皮細胞におけるperiostin産生の検討
洲崎勲夫，関野恵里子，上村佐和，平野康次郎，小林一女，出原賢治，Bruce K Rubin

■第32回日本耳科学会総会・学術講演会 2022年10月　神奈川

当科におけるベル麻痺・ハント症候群のENoG10%以下の症例
浜崎泰佑，竹内美緒，洲崎勲夫，平野康次郎，小林一女

側頭骨病理学の基礎
～標本が出来るまで・二次元解析・耳科手術に必要な解剖について
竹内美緒

■君津木更津地区　耳鼻咽喉科医会　勉強会 2022年10月　千葉

病態から考える好酸球性副鼻腔炎の治療戦略
洲崎勲夫

■Tokyo one airway，one disease seminar 2022年10月　東京

好酸球性副鼻腔炎治療の過去と現在
洲崎勲夫

■第53回日耳鼻新潟県地方部会学校保健研修会 2022年10月　新潟

小児滲出性中耳炎診療ガイドラインの改定ポイント
小林一女

■第67回日本聴覚医学会総会・学術講演会 2022年10月　山形

人工内耳植え込み術に至った特殊な血管炎の2例
浜崎泰佑，田中義人，小林一女

重度難聴と突発性難聴症例の治療成績と予後の検討
中筋康太，德留卓俊，丸山祐樹，寺崎雅子，和田　彩，大町千香，吉村諒子

特別支援学校在籍中に難聴に気づいた2症例
寺崎雅子，中筋康太，徳留卓俊，丸山祐樹，和田　彩，大町千香，吉村諒子

■第41回日本認知症学会，第37回日本老年精神医学会 2022年11月　東京

シンポジウム：実臨床に直ぐ役立つ，認知症者の誤嚥性肺炎・嚥下障害・EOL
認知症における摂食・嚥下障害　認知症における摂食・嚥下障害
木村百合香
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■第73回日本気管食道科学会 2022年11月　沖縄

教育パネルディスカッション：合併症回避に向けた気管カニューレの選択
木村百合香

高気圧酸素療法により著明な改善をえた放射線性喉頭壊死の一例
平林瑛子，水吉朋美，木村百合香

■埼玉県東部地区好酸球性副鼻腔炎 Update Seminar 2022年11月　埼玉

Type2炎症から考える好酸球性副鼻腔炎の治療戦略
平野康次郎

■第67回日本口腔外科学会総会 2022年11月　千葉

内視鏡下に摘出した顎関節偽痛風の1例
勝田秀行，筑田洵一郎，齊藤芳郎，田中元博，田下雄一，江川峻哉，池田賢一郎，
嶋根 俊和

昭和大学頭頸部腫瘍センターにおける頭頸部手術手技トレーニングの取り組み
齊藤芳郎，筑田洵一郎，田中元博，江川峻哉，勝田秀行，嶋根俊和

■Airway Disease Conference 2022年11月　東京

病態から考える上気道炎症性疾患のマネジメント
洲崎勲夫

■慢性鼻腔炎の薬剤選択up-to-date 2022年11月　東京

リスクマネジメントも考慮した慢性副鼻腔炎治療の選択肢
洲崎勲夫

■第81回日本めまい平衡医学会総会・学術講演会 2022年11月　奈良

シンポジウム　側頭骨病理からめまいの原因を探る
側頭骨病理から外傷性めまいを考える
竹内美緒

■城南耳鼻臨床懇話会 2022年11月　東京

光免疫療法
櫛橋幸民

■日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会東京都地方部会　第237回学術講演会 2022年11月　東京

耳鼻咽喉科手術における外視鏡使用の有効性
一寸木宏和，平野康次郎，嶋根俊和，小林一女
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■日本医師会学校保健医大会 2022年11月　岩手

特別支援学校在籍中に難聴に気づいた2症例
寺崎雅子，田中義人，村山正和，中筋康太，和田彩，吉村諒子，大町千香

■第8回日本アレルギー学会関東地方会 2022年12月　東京

優秀演題賞
当院における好酸球性中耳炎に対する包括的炎症制御治療の取り組み
洲崎勲夫，丸山祐樹，上村佐和，平野康次郎，小林一女

シンポジウム：来年の花粉症にむけて
平野康次郎

■第69回昭和大学学士会総会 2022年12月　東京

昭和大学頭頸部腫瘍センターの臨床報告　－悪性腫瘍の紹介状況について－
筑田洵一郎，田中元博，渡井　彩，倉澤侑也，田下雄一，齊藤芳郎，佐藤　仁，
江川峻哉，櫛橋幸民，勝田秀行，嶋根俊和

腸内細菌代謝物イノシンは頭頸部がんにおいてT細胞疲弊抑制を介して抗腫瘍効果を発揮する
成川陽一郎，細沼雅弘，村山正和，豊田仁志，三邉武彦，佐々木晶子，辻 まゆみ，
小林　斉，嶋根俊和，小林一女，木内祐二，吉村　清

腸内細菌代謝産物短鎖脂肪酸AはT細胞活性化およびM1マクロファージ誘導を介して
頭頸部がんに対する抗PD－1抗体療法の作用を増強する
村山正和、細沼雅弘、成川陽一郎、豊田仁志、磯部順哉、佐々木晶子、三邉武彦、
小林　斉、辻 まゆみ、嶋根俊和、小林一女、木内祐二、角田卓也、吉村　清

嗅覚機能における辺縁系と前頭葉の相互作用の検討
﨑川　慶，政岡ゆり，本間元康，吉川輝，上條翔太郎，上村佐和，小林一女，
泉﨑雅彦

■日本耳鼻咽喉科学会神奈川県地方部会　第201回学術講演会 2022年12月　神奈川

流行性耳下腺炎を契機に発症した小児顔面神経麻痺の1例
井島貴宏，宮地理瑳，工藤建人，甘利泰伸，宇留間周平，上村佐和，崎川慶成，
川陽一郎，小宅功一郎，井上由樹子，今泉直美，志村智隆，徳留卓俊，池谷洋一，
野垣岳稔，小林　斉

骨露出を伴い気管切開に至った喉頭占拠性病変
村山正和、田中義人、中筋康太、寺﨑雅子

■第25回日本アロマセラピー学会学術総会 2022年12月　東京

高齢者の嗅覚認知における扁桃体と眼窩前頭葉の相互作用の検討
﨑川　慶，政岡ゆり，本間元康，吉田正樹，吉川　輝，上條翔太郎，上村佐和，
小林一女，泉﨑雅彦

■第32回日本頭頸部外科学会 総会・学術講演会 2023年1月　石川

教育セミナー：嚥下障害の診断と治療～頭頸部外科医に求められる視点
木村百合香
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当センターで初回手術を施行した大唾液腺腫瘍症例の検討
櫛橋幸民，増淵達夫，伏見千宙，山内麻由，多田雄一郎，三浦弘規，嶋根俊和

窒息を契機に発見された振子様形態を示した喉頭蓋嚢胞例
佐々木裕奈，田中義人，上村佐和，洲崎勲夫，小林一女

パネルディスカッション「頭頸部外科領域の挑戦的研究」
難治性上気道炎症性疾患に対する生物学的製剤治療
洲崎勲夫

蝶口蓋動脈の焼灼によって出血コントロールを得た鼻腔グロムス腫瘍
田中義人，中筋康太，村山正和，寺﨑雅子，徳留卓俊

■日本耳鼻咽喉科学会神奈川県地方部会学術集会 2023年1月　神奈川

特別講演
アレルギー性鼻炎の診療 Update
洲崎勲夫

■デザレックス®webセミナー 2023年1月　東京

アレルギー性鼻炎診療 Up-to-date
洲崎勲夫

■第79回関東耳鼻咽喉科アレルギー懇話会 2023年1月

講演Ⅲ　領域講習講演　スギ花粉症に対する抗 IgE 抗体療法
～Omalizumab の基礎的エビデンスから実臨床における注意点まで～
平野康次郎

■川崎アレルギーフォーラム 2023年2月　神奈川

Dupilumabがもたらした副鼻腔炎治療のパラダイムシフト
平野康次郎

■Xolair Expert Forum 2023年2月

重症花粉症治療のパラダイムシフト
平野康次郎

■第9回日本小児診療多職種研究会 2023年2月　神奈川

特別支援学校材在籍中に気づいた難聴症例について
寺﨑雅子，徳留卓俊，丸山祐樹，中筋康太，田中義人，和田　彩，大町千香，吉村諒子

■神奈川県医師会母子保健講演会 2023年2月　神奈川

乳幼児の切れ目のない支援に向けて　聴覚障害児の総記発見　現状と課題について
寺崎雅子
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■第4回日本歯科医師会主催嚥下機能評価研修会 2023年2月　東京

講演：嚥下機能および嚥下障害に関わる総論
木村百合香

■第46回日本嚥下医学会総会・学術講演会 2023年3月　名古屋

スポンサードセミナー：気管カニューレの種類と選択～病態と合併症回避の観点から～
木村百合香

■WEST JAPAN CRS Expert Seminar
～鼻茸を伴う慢性副鼻腔炎の長期寛解を目指して～ 2023年3月　福岡

特別講演　Type2炎症制御を考慮した難治性慢性副鼻腔炎の治療strategy
洲崎勲夫

■福井県耳鼻咽喉科学術講演会 2023年3月　福井

特別講演　鼻アレルギーの管理と治療戦略
洲崎勲夫

■第3回杏林大学ENT病診連携講習会 2023年3月　東京

特別講演　アレルギー性鼻炎の管理と治療Update
洲崎勲夫

■CRSwNP治療選択肢すみわけ検討会 2023年3月　東京

多様な治療選択肢におけるリスクとベネフィット
平野康次郎

■AIR WAY WEB 2023年3月

海外のPosition Paperにみる生物学的製剤と経口ステロイド薬の位置づけ
平野康次郎

■小田原市薬剤師会　学術研究会 2023年3月　神奈川

国際バラニー学会を含めためまい概論
田中義人

■日本耳鼻咽喉科学会神奈川県地方部会　第202回学術講演会 2023年3月　神奈川

乳癌治療後に上顎洞内に転移した1例
小川誉史，徳留卓俊，井島貴宏，宇留間周平，上村佐和，崎川　慶，成川陽一郎，
小宅功一郎，今泉直美，志村智隆，池谷洋一，野垣岳稔，小林　斉

左顔面圧迫感を契機に診断しえた聴神経腫瘍の1例
手口翔太，油井健史，小松﨑敏光，宮澤昌行，永田衣利奈，矢野真衣，大氣采女
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令和４年度サノフィ研究助成

慢性副鼻腔炎におけるペリオスチンの
機能解析に関する研究

研究代表者　洲崎勲夫
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令和４年度  昭和耳鼻咽喉科医会学術講演会

令和４年７月２日（土） オンライン開催

■医薬品紹介
「アレサガテープ、オラビ錠口腔用50mg、ジクトルテープ75mg」

■一般演題
１.「耳小骨にIgG4陽性形質細胞浸潤を認めた一症例」

勝見　真有昭和大学藤が丘病院　耳鼻咽喉科

■特別講演
「花粉食物アレルギー症候群　Up-to-date」

猪又　直子昭和大学医学部皮膚科学講座　主任教授

２.「当科を受診した中枢性めまい症の３例」

河村陽二郎昭和大学江東豊洲病院　耳鼻咽喉科

３.「両側同時性顔面神経麻痺の1例」

大氣　采女昭和大学横浜市北部病院　耳鼻咽喉科

４.「真菌感染が原因となった鼻涙管膿瘍の一例」

中筋　康太小田原市立病院　耳鼻咽喉科

５.「窒息による心肺停止を契機に発見された振子様形態を示した喉頭蓋嚢胞例」

佐々木裕奈昭和大学病院　耳鼻咽喉科頭頸部外科

６.「高気圧酸素療法により著明な改善をえた放射線性喉頭壊死の一例」

平林　瑛子東京都保健医療公社荏原病院　耳鼻咽喉科


